










Living alone was associated with increased risk of 
institutionalization in the male elderly. A follow-up study in 
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欧米諸国の大多数では、1990 年から 2000 年に於いて一人暮らしの高齢者の占める割

















を明確化する為に、浜中町に居住する高齢者を対象に 3 年間の追跡研究を行なった。 
 
 研究方法   
北海道厚岸郡浜中町の 70 歳以上 85 歳未満の全町民のうち、施設入所者を除外した在




性 242 名、女性 320 名、合計 562 名（回答率 57.5%）のうち、家族構成不明者 23 名を
除く 539 名を単身者 80 名 14.8%、同居者あり群 459 名 85.2%に分け、入院・施設入所、
死亡のリスクとの関連について 2015 年、2016 年、2017 年、と 3 年間にわたり追跡調
査を行った。2015 年、2016 年、2017 年、と 3 年間にわたる追跡期間の間に、25 名の
対象者が入院または施設に入所し、44 名が死亡、23 名が町外へ転出、61 名の返信がな
かった。全体で、入院・施設入所については 1588人年、死亡については 1597人年の追




  539 名の対象者のうち、男性は 239 人（44.3％）、女性は 300 人（55.7％）であり、
単身高齢者は 80 人（14.8%）、同居者あり群の高齢者は 459 人（85.2％）であった。 
表 1 に、単身高齢者と同居者あり群の高齢者の特徴の比較を記している。追跡期間中
に入院・施設入所した単身高齢者は 6 人（7.5%）であり、同居者あり群の高齢者の入院・
施設入所の割合は 15 人（3.3％）であった( p＝0.071）。追跡期間中に死亡した者は、単
身高齢者は 8 人（10.0%）、同居者あり群の高齢者は 36 人（8.8%）であった(p=0.516)。
女性の占める割合は単身高齢者が 55 人（68.8%）で、同居者あり群の高齢者は 245 人
（53.4％）であり、単身高齢者の女性の占める値は有意に高くなっている(p=0.011)。支








たモデル 1 のハザード比が 5.99、95%信頼区間は 1.69-21.24、年齢、支援家族の有無を
調整したモデル 2 のハザード比が 5.71、95%信頼区間は 1.17-27.83、であり、単身高齢
者が、入院・施設入所のリスク増加に有意に関連していた。 
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である。70 歳以上 85歳未満の在宅高齢者 978名に自記式質問票を送付して 562 名（回
答率 57.5%）より回答を得、その回答者に対してその後 3年にわたり、入院や施設入所、
生死について追跡調査を行っている。データ欠損者を除外した 539 名について男女別に
分析を行ったところ、一人暮らしの同居者ありに対する入院・入所のハザード比は、男
性の一人暮らしが年齢、性別、支援家族の有無で調整後も 5.71と有意な結果となり、女
性では有意な関連は認められなかった。一人暮らしと死亡との関連においては、男女と
も有意な関連は認められなかった。今回の検討より、男性の一人暮らしは入院や施設入
所の危険因子となることが示され、今後の社会的支援の資源が乏しい地域における高齢
者への支援の在り方を検討するための貴重な資料になることが期待され、学位論文とし
て医学博士授与に値するものと審査員全員から評価された。 
 
